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第
四
三
〇
回 

青
葉
会 

 

令
和
四
年
二
月
二
十
四
日
（
木
）（
於
：
赤
坂
飯
店 

竹
橋
店
） 

 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

佐
藤
た
だ
し
げ 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

柿
﨑
忠
彦 

後
藤
と
み
子
（
新
人
） 

小
早
健
介 

在
間
千
恵 

 
朱
牟
田
恵
洲 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

長
谷
見
び
ん 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

 
山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

山
崎
亜
也 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 
庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

福
島
正
明 

山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

九
点 

 

◎
銃
声
の
間
を
お
き
二
発
山
眠
る 

 
 
 

び
ん 

 

（
〇
そ
・
紀
・
孤
・
五
・
千
・
恵
・
堂
・
啓
・
天
） 

玄
関
に
小
さ
き
靴
跡
春
の
雪 

 
 
 
 

天
牛 

 

（
紀
・
忠
・
龍
・
敏
・
堂
・
ゆ
・
雅
・
啓
・
三
） 

 
 
 
 
 

 

八
点 

 
 

春
立
つ
や
風
吹
く
ま
ま
に
今
を
生
き 

 
 

ゆ
た
か 

 

（
そ
・
紀
・
と
・
〇
孝
・
隆
・
允
・
正
・
規
） 

 
 
 
 
 
 

 

七
点 

 

◎
蕗
味
噌
や
親
子
三
代
左
利
き 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
孤
・
と
・
龍
・
敏
・
堂
・
正
） 

 
 
 

床
屋
へ
と
夫
を
仕
向
く
る
梅
日
和 

 
 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
忠
・
〇
恵
・
龍
・
〇
堂
・
亜
・
盛
） 

 
 

 
 

 

碗
包
む
反
古
に
墨
の
香
冴
返
る 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
千
・
恵
・
孝
・
〇
啓
・
亜
・
〇
盛
） 

 

六
点 

 
 

空
か
ら
の
白
い
踊
り
子
雪
見
酒 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
〇
龍
・
た
・
ゆ
・
雅
・
正
） 

峠
道
桜
か
く
し
に
逢
ひ
に
け
り 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
健
・
五
・
た
・
正
・
三
） 

山
寺
の
解
け
ぬ
算
額
朧
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
五
・
龍
・
た
・
び
・
〇
三
） 

 

◎
天
意
と
き
に
理
不
尽
に
し
て
春
寒
し 

 
 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
・
孤
・
健
・
孝
・
允
・
三
） 

 

五
点 

 

◎
接
種
了
へ
春
め
く
お
濠
人
の
波 

 
 
 

  

紀
久
男 

 
   

（
そ
・
孤
・
敏
・
び
・
け
） 

◎
目
に
見
え
ぬ
も
の
ほ
ど
怖
し
鬼
は
外 

 
 
 

健
介 

 
 

（
紀
・
孤
・
忠
・
ゆ
・
天
） 

 
 
 
 
 

恵
方
巻
き
謂
わ
れ
も
知
ら
ず
頬
張
れ
り    
 

堂
哉 

 
 

 

（
紀
・
昇
・
び
・
規
・
亜
） 

雪
に
更
け
出
漁
送
る
漁
協
の
灯 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
そ
・
紀
・
恵
・
啓
・
盛
） 

 
 
 
 
 

木
瓜
咲
く
や
緩
き
陽
射
し
の
庭
の
隅 

 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
千
・
び
・
雅
・
隆
） 

 
 
 
 
 

朝
一
番
米
研
ぐ
右
手
の
水
ぬ
る
む 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
〇
千
・
と
・
允
・
盛
） 

 
 
 
 
 
 

 

四
点 

 
 

病
院
を
は
し
ご
す
る
身
や
春
を
待
つ 

 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
そ
・
敏
・
允
） 

魚
は
氷
に
上
り
ま
し
ら
は
木
か
ら
落
つ 

 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
孝
・
昇
・
亜
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
上
野
・
書
道
展
） 

 
 
 

       

端
を
折
り
カ
マ
ラ
ゾ
フ
読
む
春
寒
し 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
敏
・
正
・
昇
） 

四
方
の
山
朝
日
に
映
ゆ
る
雪
化
粧 

 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
そ
・
千
・
敏
・
允
） 

 
 
 
 

◎
籠
り
居
の
奥
の
奥
ま
で
日
脚
伸
ぶ 

 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
孤
・
千
・
雅
・
け
） 

 
 
 
 

◎
つ
り
雛
を
何
度
も
く
ぐ
り
人
を
待
つ 

 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
孤
・
隆
・
三
） 

◎
逝
き
方
と
生
き
方
惑
ふ
涅
槃
西
風 

 
 

  
  

盛
雄 

 
 

（
〇
紀
・
孤
・
五
・
健
） 
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三
点 

 
 

雪
晴
れ
の
町
を
見
下
ろ
し
宙
返
り 

 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 

（
紀
・
〇
五
・
敏
） 

生
真
面
目
な
團
十
郎
偲
び
豆
を
撒
く 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
忠
・
〇
と
・
け
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
團
十
郎
命
日
） 

 
 
 
 

◎
孫
三
人
合
格
祈
る
鎮
守
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孤
・
堂
・
天
） 

 
 
 
 
 
 
 

吉
右
衛
門
の
至
芸
偲
ぶ
「
俊
寛
」 

 
 
 
 
 

冴
え
返
る
流
人
俊
寛
惻
々
（
そ
く
そ
く
）
と 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
健
・
敏
・
け
） 

 
 
 
 
 

胃
カ
メ
ラ
に
癌
即
手
術
（
オ
ペ
）
や
春
検
診 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
忠
・
〇
健
・
敏
） 

 
 
 
 
 

満
天
の
星
の
化
身
か
犬
ふ
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
昇
・
盛
） 

千
歳
太
夫 

新
し
き
「
切
」
へ
の
期
待
梅
開
く 

 
    

 
 
 

五
郎
太 

 
  

（
紀
・
た
・
雅
） 

 
 
 
 
 

短
冊
の
切
り
目
揃
は
ず
二
月
か
な 

 
 

  
 
 

   
 

仝 
 
 

 

（
紀
・
恵
・
び
） 

春
兆
す
漢
字
の
森
に
仮
名
も
あ
り 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
隆
・
昇
） 

春
一
番
出
か
け
ま
せ
ん
か
誰(

た
れ)
か
言
ふ 

 
  

   

千
恵 

 
  

（
紀
・
〇
昇
・
天
） 

雨
戸
開
け
吹
い
る
風
や
春
近
し 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
龍
・
隆
・
規
） 

 
 

放
哉
「
咳
を
し
て
も
一
人
」
に
倣
ひ
て 

大
嚏
（
く
さ
め
）
し
て
も
一
人
や
真
夜
目
醒
め 

 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
・
〇
允
・
啓
） 

 
 
 
 
 

人
気
な
き
町
の
散
歩
や
雪
伴
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
・
正
・
盛
） 

寒
の
雨
軒
端
の
鳥
等
静
か
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
び
・
規
） 

◎
園
児
ら
の
目
に
星
宿
る
犬
ふ
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
孤
・
ゆ
） 

気
合
込
め
コ
ロ
ナ
退
治
と
豆
を
撒
く 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
た
・
天
） 

手
袋
や
ひ
ょ
い
と
片
手
の
出
て
き
た
り 

    
 
 
 

規
雄 

  
 

（
忠
・
五
・
健
） 

 
 
 
 
 

慎
ま
し
く
微
光
を
受
け
て
節
分
草 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
孝
・
ゆ
） 

九
つ
と
八
つ
福
豆
老
夫
婦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
と
・
堂
） 

 

早
春
の
湖
（
う
み
）
見
る
観
音
目
の
優
し 

 
 

    

け
い
子 
 
 

（
紀
・
孝
・
ゆ
） 

白
梅
の
枝
に
紅
梅
す
ま
し
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
た
・
規
） 

 

二
点 

 
 

三
回
目
接
種
は
せ
ぬ
ぞ
豆
を
撒
く 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
天
） 

ス
キ
ー
板
十
字
に
高
く
青
空
に 

 
 
 
 

  
 

  

五
郎
太 

    
 

（
隆
・
亜
） 

◎
春
来
た
る
何
は
さ
て
お
き
野
球
な
り 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
孤
） 

 
 
 
 
 

乾
布
摩
擦
続
け
し
母
の
三
回
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
規
） 

水
鳥
の
浮
き
上
が
り
来
ぬ
川
面
か
な 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
雅
） 

 
 
 
 
 

二
月
（
に
ん
が
つ
）
の
小
川
の
流
れ
愛
唱
歌 

 
 
 

規
雄 

 
 

（
紀
・
三
） 

凍
解
の
待
た
る
る
大
地
ウ
ク
ラ
イ
ナ 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
啓
） 

晩
学
の
不
易
流
行
梅
開
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
恵
） 

 

一
点 

 
 
 
 
 

東
御
苑 

 
 
 
 
 

天
皇
（
す
め
ら
ぎ
）
の
梅
林
抜
け
て
句
座
急
ぐ 

 

紀
久
男 

 
 

（
け
） 

雪
解
川
水
流
れ
行
き
人
去
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
紀
） 

落
椿
三
島
由
紀
夫
の
最
期
と
も 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
け
） 

グ
レ
イ
ス
と
言
ふ
冬
苺
美
形
な
る 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
） 

日
の
光
受
け
て
北
窓
開
き
け
り 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
） 

感
動
と
ゴ
タ
ゴ
タ
多
し
冬
五
輪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 
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春
浅
し
悲
喜
こ
も
ご
も
の
五
輪
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 

し
ゃ
ら
し
ゃ
ら
と
樋
伝
い
落
つ
雪
解
水 

 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
） 

紅
梅
や
幹
の
紅
（
く
れ
な
ひ
）
吸
ひ
上
げ
て 

 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 

日
ハ
ム
新
庄
監
督 

背
番
号
１
の
お
披
露
目
春
キ
ャ
ン
プ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
） 

蕗
の
薹
店
に
は
あ
り
て
庭
は
未
だ 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
紀
） 

 

※ 

※ 
※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

九
点
句 

 

銃
声
の
間
を
お
き
二
発
山
眠
る 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
「
ま
た
ぎ
」
の
世
界
。
「
銃
声
二
発
」
に
よ
り
、
獲
物
を
仕
留
め
た
際
の
ド
ラ 

マ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

そ
ら
お
さ
ん
・
・
雪
山
に
猟
銃
の
音
が
響
い
た
後
の
静
け
さ
が
際
立
つ
？ 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
想
像
を
掻
き
立
た
せ
ら
れ
る
句
で
す
。
山
眠
る
が
い
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
こ
ん
な
状
況
に
遭
遇
す
る
な
ん
て
め
っ
た
に
な
い
こ
と
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
緊 

張
す
る
よ
う
な
感
じ
が
良
い
で
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
乾
い
た
銃
声
の
跡
、
ま
た
静
け
さ
を
取
り
戻
す
冬
の
山
。
山
眠
る
の
季
語
が
き 

い
て
い
る
。 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
季
語
が
抜
群
。
音
が
耳
に
こ
だ
ま
し
ま
す
。
二
発
目
で
仕
留
め
た
か
な
？ 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
間
を
置
き
二
発
が
き
い
て
い
ま
す
ね
。
森
閑
と
し
た
様
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

玄
関
に
小
さ
き
靴
跡
春
の
雪 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
お
孫
さ
ん
が
、
振
り
だ
し
た
雪
に
喜
ん
で
駆
け
出
し
た
の
で
す
か
？
靴
跡
が
残
る 

ほ
ど
降
っ
た
の
で
す
ね
。
今
年
は
よ
く
降
り
ま
し
た
ね
。 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
小
さ
き
靴
跡
が
愛
ら
し
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
お
孫
さ
ん
の
靴
跡
。
そ
の
可
愛
い
靴
跡
に
も
愛
情
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

八
点
句 

 

春
立
つ
や
風
吹
く
ま
ま
に
今
を
生
き 

 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
あ
っ
さ
り
と
し
た
ご
気
性
が
、
寅
さ
ん
の
よ
う
で
す
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
季
節
の
移
ろ
い
を
身
に
感
じ
な
が
ら
も
、
気
儘
に
生
活
す
る
幸
せ
を
羨
ま
し
い 

と
感
じ
ま
し
た
。
僕
も
そ
う
し
た
い
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
何
度
も
迎
え
た
立
春
。
生
き
て
い
て
も
風
に
な
れ
る
。 

 

七
点
句 

 

蕗
味
噌
や
親
子
三
代
左
利
き 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
酒
の
肴
に
蕗
味
噌
は
最
高
。
飲
兵
衛
三
代
の
酒
量
は
ま
す
ま
す
増
え
る
。 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
季
語
か
ら
左
ぎ
っ
ち
ょ
で
は
な
い
か
と
分
か
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
目
の
付
け
所
と
い
う
か
着
眼
点
の
面
白
さ
‼ 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
蕗
味
噌
を
代
々
伝
え
て
お
ら
れ
る
の
は
麗
し
い
ご
家
庭
で
す
。
さ
ぞ
や
美
味
し 

い
味
噌
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

床
屋
へ
と
夫
を
仕
向
く
る
梅
日
和 

 
 
 

と
み
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・「
床
屋
へ
行
っ
て
お
い
で
よ
、
お
前
さ
ん
」
と
送
り
出
し
て
い
る
落
語
の
お
か
み
さ 

ん
の
よ
う
で
面
白
い
。 
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龍
平
さ
ん
・
・
ア
ナ
タ
髪
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
ネ
・
・
愛
の
気
遣
い
季
節
毎
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
む
さ
苦
し
く
な
っ
た
夫
を
送
り
出
す
妻
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
良
い
天
気
で 

 
 
 
 
 
 
 

す
か
ら
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
と
重
い
腰
も
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
因
み
に
、
コ
ロ
ナ 

に
な
っ
て
か
ら
、
我
が
家
で
は
家
内
が
床
屋
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
親
切
心
と
素
直
に
受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、「
る
」
は
あ
ら
ず
も
が
な
。 

 
 

 
 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・O

B

に
な
る
と
散
髪
屋
に
行
く
の
が
億
劫
に
な
り
が
ち
、
微
笑
ま
し
い
句
で
す
な
。 

碗
包
む
反
古
に
墨
の
香
冴
返
る 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
反
古
の
か
す
か
な
墨
の
香
に
冴
え
返
る
寒
さ
を
感
じ
た
感
受
性
に
敬
意
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
墨
の
反
古
紙
は
強
く
、
防
虫
に
も
な
る
と
云
う
。
書
初
め
で
出
た
反
古
は
乾
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
碗
を
仕
舞
う
と
き
に
使
っ
た
も
の
で
す
。
季
語
が
効
い
て
、
背
筋
の
伸
び 

た
主
の
昔
な
が
ら
の
仕
舞
い
方
が
き
り
り
と
美
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
言
外
に
伝
わ
っ
て
く
る
正
月
の
余
韻
。 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
大
切
な
朱
塗
り
の
碗
を
正
月
の
行
事
も
終
え
て
和
紙
に
包
む
。
微
妙
な
墨
の
香 

を
感
じ
た
繊
細
さ
・
・
・
。
冴
返
る
の
季
語
が
良
い
。 

 

六
点
句 

 

空
か
ら
の
白
い
踊
り
子
雪
見
酒 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 
 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
こ
の
世
の
数
少
な
い
幸
せ
の
時
間
帯
。
最
近
何
処
か
新
聞
で
見
た
句 

 
≈

天
帝
の
粋
な
計
ら
い
風
雨
す≈

 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
中
七
の
表
現
が
面
白
く
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
の
雪
見
酒
が
楽
し
い
。 

 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
「
白
い
踊
り
子
」
の
表
現
が
斬
新
で
す 

峠
道
桜
か
く
し
に
逢
ひ
に
け
り 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
桜
が
咲
い
て
い
る
峠
道
で
雪
に
会
い
そ
の
情
景
を
桜
隠
し
と
の
表
現
が
よ
い
。 

 

山
寺
の
解
け
ぬ
算
額
朧
月 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
解
く
た
め
に
奉
納
し
た
算
額
に
下
五
の
朧
月
の
対
比
よ
い
。 

 
 

天
意
と
き
に
理
不
尽
に
し
て
春
寒
し 

 
 
 

恵
洲 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
プ
ー
チ
ン
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
決
断
は
極
め
て
理
不
尽
。
行
く
先
が
案
じ
ら 

れ
心
寒
く
な
る
。 

 
 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
プ
ー
チ
ン
も
理
不
尽
で
す
ね
。 

 

五
点
句 

 

接
種
了
へ
春
め
く
お
濠
人
の
波 

 
 
 

  

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
梅
も
咲
き
始
め
た
皇
居
お
濠
端
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
、
三
密
か
ら
解
放
さ 

れ
た
多
く
の
善
男
善
女
が
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
策
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

目
に
見
え
ぬ
も
の
ほ
ど
怖
し
鬼
は
外 

 
 
 

健
介 

 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
目
に
見
え
る
災
い
に
は
対
処
方
針
も
あ
ろ
う
が
、
予
期
せ
ぬ
突
然
の
災
い
は 

怖
い
。 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
同
感
で
す
。 

恵
方
巻
き
謂
わ
れ
も
知
ら
ず
頬
張
れ
り 

    

堂
哉 

 
 

 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
コ
ン
ビ
ニ
商
法
へ
の
東
京
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
皮
肉
の
味
。 

 

紀
久
男
・
・
・
・
関
西
だ
け
の
風
習
が
今
や
全
国
区
。
商
魂
逞
し
い
関
西
商
法
。
関
西
出
身
の 

堂
哉
さ
ん
が
知
ら
な
い
と
は
面
白
い
。 

雪
に
更
け
出
漁
送
る
漁
協
の
灯 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
真
冬
の
海
に
命
が
け
で
出
漁
し
て
い
く
漁
師
さ
ん
た
ち
。
雪
の
中
の
漁
協
の
灯 
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に
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

追
記
・
目
黒
区
は
宮
城
県
気
仙
沼
市
と
姉
妹
都
市
で
毎
年
、
秋
刀
魚
祭
の
秋
刀 

魚
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
小
生
は
気
仙
沼
の
「
漁
師
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
買
っ
て 

き
て
愛
用
し
て
い
ま
す
。 

木
瓜
咲
く
や
緩
き
陽
射
し
の
庭
の
隅 

 
 
 

  
 

啓
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
木
瓜
は
街
を
歩
き
な
が
ら
垣
根
に
よ
く
見
る
。
な
ぜ
か
午
後
の
弱
っ
た
陽
が
似

合
う
。 

朝
一
番
米
研
ぐ
右
手
の
水
ぬ
る
む 

 
 
 
 
 

  

啓
子 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
真
冬
の
米
研
ぎ
は
水
が
冷
た
す
ぎ
ま
す
。
少
し
そ
れ
が
や
わ
ら
い
だ
時
に 

 
 
 
 
 
 
 

春
が
近
く
な
っ
た
の
か
な
と
感
じ
た
り
し
ま
す
ね
。 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
お
米
を
研
ぐ
時 

敏
感
に
水
の
変
化
を
、
感
じ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

朝
ご
飯
お
い
し
そ
う
！ 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
季
節
感
溢
れ
る
佳
句
。
下
五
の
水
ぬ
る
む
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

        
 

四
点
句 

 

病
院
を
は
し
ご
す
る
身
や
春
を
待
つ 

 
 
 
 

  

忠
彦 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
人
間
ほ
ど
悪
い
奴
は
い
な
い
で
す
か
ら
ね
‼ 

魚
は
氷
に
上
り
ま
し
ら
は
木
か
ら
落
つ 

 
 
 

  
孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ナ
ン
セ
ン
ス
ユ
ー
モ
ア
の
味
あ
り
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
上
野
・
書
道
展
）  

端
を
折
り
カ
マ
ラ
ゾ
フ
読
む
春
寒
し 

 
 
 

   

五
郎
太 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
訳
者
を
変
え
た
り
し
て
何
回
か
読
ん
だ
愛
読
書
。
こ
う
し
た
長
編
は
や
は
り
冬 

が
似
つ
か
わ
し
い
。 

四
方
の
山
朝
日
に
映
ゆ
る
雪
化
粧 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
雪
国
に
住
む
の
は
つ
ら
い
で
す
が
、
こ
ん
な
風
景
が
観
ら
れ
る
の
も
雪
国
な
ら 

で
は
。
い
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
雪
国
育
ち
に
は
大
変
懐
か
し
い
冬
の
朝
の
光
景
で
す
。 

籠
り
居
の
奥
の
奥
ま
で
日
脚
伸
ぶ 

 
 
 
 
 

   

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
連
日
外
出
を
控
え
部
屋
に
籠
っ
て
い
る
と
、
窓
か
ら
差
し
込
む
日
差
し
が
日
増 

し
に
伸
び
て
い
る
こ
と
が
解
る
。 

 
 

 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
籠
る
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
な
ら
で
は
の
観
察
眼
と
思
い
ま
す
。 

つ
り
雛
を
何
度
も
く
ぐ
り
人
を
待
つ 

 
 
 

  

け
い
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
雛
祭
り
の
特
別
展
示
が
な
さ
れ
て
い
る
デ
パ
ー
ト
で
待
ち
合
わ
せ
。
飾
り
付
け
ら
れ
た
つ 

る
し
雛
の
下
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
相
手
の
現
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
「
つ
る
し
雛
」
。
わ
が
家
に
は
、
宮
崎
県
青
島
で
買
っ
た
貝
の
つ
る
し
飾
り
が
あ
る
。 

 
 
 
 

不
思
議
と
く
ぐ
り
た
く
な
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。 

逝
き
方
と
生
き
方
惑
ふ
涅
槃
西
風 

 
 
 
 

  
 

盛
雄 

 
 

   

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
生
き
方
は
自
分
で
選
択
出
来
よ
う
が
、
死
ぬ
と
き
は
神
の
差
配
に
従
う
の
み
。 

 
 

 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
今
や
人
生
百
年
時
代
。
惑
う
の
が
当
た
り
前
で
す
。
季
語
の
斡
旋
が
ぴ
っ
た
り
。 

 
 

三
点
句 
 

雪
晴
れ
の
町
を
見
下
ろ
し
宙
返
り 

 
 
 
  

 

そ
ら
お 

 
 

 
 
 
   

  

五
郎
太
さ
ん
・
・
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ
た
北
京
五
輪
の
二
週
間
余
。
ス
ノ
ボ
ー
か
フ
リ
ー
ス 

キ
ー
の
選
手
か
、
素
直
に
読
ん
だ
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
が
と
ら
え 
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る
マ
イ
ナ
ス2

0
 

度
の
空
は
実
に
澄
ん
で
い
ま
し
た
。 

生
真
面
目
な
團
十
郎
偲
び
豆
を
撒
く 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

（
團
十
郎
命
日
） 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
生
真
面
目
と
伺
っ
て
団
十
郎
さ
ん
の
舞
台
姿
を 

親
し
み
を
持
っ
て
思
い
出
し 

ま
す
。 

 
 
 
 

    

孫
三
人
合
格
祈
る
鎮
守
様 

 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
孫
の
合
格
を
願
う
ジ
ー
ジ
の
気
持
ち
が
尊
い
。
願
う
先
が
古
臭
い
「
鎮
守
様
」 

で
、
高
齢
の
ジ
ー
ジ
が
思
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
我
が
家
で
は
孫
一
人
に
や
き
も
き
し
て
い
ま
す
。
朗
報
が
届
き
ま
す
よ
う
に
！ 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
鎮
守
様
が
い
い
で
す
ね
。
き
っ
と
祈
り
が
届
く
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

吉
右
衛
門
の
至
芸
偲
ぶ
「
俊
寛
」 

 
 
 
 
 

冴
え
返
る
流
人
俊
寛
惻
々
（
そ
く
そ
く
）
と 

 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
吉
右
衛
門
の
演
じ
る
瞬
間
は
何
時
ま
で
も
不
滅
で
す
。 

 
 
 
 
 

胃
カ
メ
ラ
に
癌
即
手
術
（
オ
ペ
）
や
春
検
診 

 

紀
久
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
現
実
を
受
け
入
れ
即
決
さ
れ
た
潔
さ
と
さ
ら
り
と
句
に
詠
ま
れ
た
意
気
に
感
動
。 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
大
変
な
ご
体
験
を
さ
れ
た
の
で
す
ね
‼ 

            

紀
久
男
（
自
解
）・
小
さ
い
ポ
リ
ー
プ

10

個
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
の
で
八
月
初
め
に
予
約
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

       

満
天
の
星
の
化
身
か
犬
ふ
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
花
図
鑑
で
知
る‶

犬
ふ
ぐ
り
〟
で
す
が
、
中
七
の‶

星
の
化
身
か
〟
と
詠
ま
れ
た 

セ
ン
ス
に
感
心
。 

千
歳
太
夫 

新
し
き
「
切
」
へ
の
期
待
梅
開
く 

 
    

 
 

五
郎
太 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
新
た
に
「
切
り
場
」
の
語
り
手
と
な
り
、
そ
の
期
待
を
梅
の
花
に
な
ぞ
ら
え 

春
ら
し
い
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
文
楽
浄
瑠
璃
の
大
詰
め
を
任
さ
れ
る
最
高
位
を
一
度
に
三
人
も
就
任
し
た
。 

珍
し
い
が
、
夫
々
芸
風
は
異
な
り
楽
し
み
で
す
。
下
五
が
効
果
的
で
す
。 

 
 
 
 
 

短
冊
の
切
り
目
揃
は
ず
二
月
か
な 

 
 

  
 

  

五
郎
太 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
句
会
に
使
う
簡
易
短
冊
か
な
。
句
会
の
即
吟
と
見
て
一
票
。 

春
兆
す
漢
字
の
森
に
仮
名
も
あ
り 

 
 
 
 

   

五
郎
太 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
仮
名
は
森
の
中
の
萌
い
づ
る
艸
の
よ
う
。 

春
一
番
出
か
け
ま
せ
ん
か
誰(

た
れ)

か
言
ふ 

 
   

千
恵 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
青
春
の
愛
唱
歌
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
「
春
一
番
」
の
歌
詞
。「
重
い
コ
ー
ト
を 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

脱
い
で
出
か
け
ま
せ
ん
か 

も
う
す
ぐ
春
で
す
ね 

恋
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
・
・
」 

あ
の
頃
は
私
も
若
か
っ
た
な
～ 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
浮
き
浮
き
し
た
様
子
に
春
一
番
が
よ
く
き
い
て
い
る
。 

雨
戸
開
け
吹
い
る
風
や
春
近
し 

 
 
 
 

  

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
こ
こ2

年
程 

我
が
朝
ル
ー
チ
ン
の
開
始
で
す
。
も
う 

あ
の
上
司
も
居
な
い 

か?
 
≈

イ
エ
イ
エ 

居
ら
れ
な
い
の
か? 

で
し
た≈ 

等
と
想
起
し
て
一
日
が 

始
ま
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
雨
戸
と
縁
側
が
あ
る
家
で
し
ょ
う
か
。
季
節
を
感
じ
る
構
造
物
で
も
あ
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

「
春
近
し
雨
戸
を
開
け
て
は
い
る
風
」
で
も
。 
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放
哉
「
咳
を
し
て
も
一
人
」
に
倣
ひ
て 

 
 
 
 
 

大
嚏
（
く
さ
め
）
し
て
も
一
人
や
真
夜
目
醒
め 

   

恵
洲 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
男
や
も
め
の
寂
し
さ
、
切
な
さ
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
放
哉
は
と
て
も
気
に
な
る
俳
人
で
・
・
こ
の
句
は
そ
の
ま
ま
実
感
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

人
気
な
き
町
の
散
歩
や
雪
伴
に 

 
 
 
 
 
 

     

雅
夫 

 
 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
雪
を
お
伴
に
散
歩
と
は
粋
な
も
の
で
す
ね
。 

園
児
ら
の
目
に
星
宿
る
犬
ふ
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
    

昇 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
園
児
の
清
ら
か
な
目
は
星
の
ご
と
く
に
輝
い
て
い
る
。
星
の
落
と
し
子
と
も 

思
わ
れ
る
犬
ふ
ぐ
り
の
輝
き
の
よ
う
に
。 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・『
目
に
星
宿
る
』
の
措
辞
が
犬
ふ
ぐ
り
の
咲
く
さ
ま
を
描
い
て
見
事
で
す
。 

気
合
込
め
コ
ロ
ナ
退
治
と
豆
を
撒
く 

 
 
 
  

  
 

昇 
 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
節
分
の
豆
ま
き
に
鬼
よ
り
コ
ロ
ナ
退
治
は
世
相
を
反
映
し
て
面
白
い
。 

 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
う
ま
く
コ
ロ
ナ
が
逃
げ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
が
ね
。 

手
袋
や
ひ
ょ
い
と
片
手
の
出
て
き
た
り 

 
 

    
 

規
雄 

 
 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ち
ょ
っ
と
シ
ュ
ー
ル
な
軽
さ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

慎
ま
し
く
微
光
を
受
け
て
節
分
草 

 
 
 
 
 

    

規
雄 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
・
可
憐
な
花
の
咲
く
様
子
が
「
慎
ま
し
く
」
の
表
現
で
見
事
に
描
か
れ
て
い 

ま
す
。 

 
 

九
つ
と
八
つ
福
豆
老
夫
婦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

福
豆
の
数
え
方
が 

ほ
ほ
え
ま
し
い
。
ス
テ
キ
な
カ
ッ
プ
ル
♡ 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
一
つ
違
い
の
兄
さ
ん
か
？
金
の
草
鞋
の
姉
さ
ん
女
房
か
？ 

早
春
の
湖
（
う
み
）
見
る
観
音
目
の
優
し 

 
       

け
い
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
「
目
の
優
し
」
と
い
う
表
現
が
早
春
と
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。 

白
梅
の
枝
に
紅
梅
す
ま
し
顔 

 
 
 

   
 
 

  
 

け
い
子 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
く
す
り
と
笑
い
ま
し
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
白
梅
の
枝
に
紅
梅
が
咲
い
て
い
る
状
況
に
下
五
「
す
ま
し
顔
」
が
よ
い
。 

 

二
点
句 

    

三
回
目
接
種
は
せ
ぬ
ぞ
豆
を
撒
く 

 
 
 
 
 
 

   

忠
彦 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
そ
う
い
う
元
気
が
あ
れ
ば
鬼
（
コ
ロ
ナ
）
も
来
ぬ
で
し
ょ
う
。 

ス
キ
ー
板
十
字
に
高
く
青
空
に 

 
 
 
 

   
 

 

五
郎
太 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
」
北
京
春
天
に
舞
う
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
の
一
瞬
を
切
り
取
る
こ
と
の
持
つ
イ
ン
パ
ク
ト
。 

春
来
た
る
何
は
さ
て
お
き
野
球
な
り 

 
 
 
 

   

千
恵 

 
 

 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
野
球
キ
チ
ガ
イ
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
「
球
春
」
の
到
来
。 

凍
解
の
待
た
る
る
大
地
ウ
ク
ラ
イ
ナ 

 
 
 
 
  

亜
也 

 
 
 

 
          

啓
子
さ
ん
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
多
く
に
と
っ
て
唐
突
な
ロ
シ
ア
の
侵
攻
。
大
地
の
凍 

り
付
く 

今
だ
か
ら
の
侵
攻
と
聞
く
。
春
に
入
ら
ん
と
す
る
将
に
今
、
こ
の
無
益
な
戦
い
の 

終
結
を
熱
望
す
る
。 

晩
学
の
不
易
流
行
梅
開
く 

 
 
 
 
 
 
 

     

盛
雄 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
老
い
て
な
お
蕉
翁
の
教
え
に
学
ぶ
真
摯
さ
に
敬
意
。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 
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青
葉
会
予
定 

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
（
木
） 

正
午
～
十
五
時 

 
 

於
：
赤
坂
飯
店
竹
橋
店 

個
室  

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
締
め
切
り
：
三
月
二
十
二
日
（
火
）
中
。 

参
加
の
可
否
、
ご
投
句
の
ご
連
絡
は
：
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル 

（keiko-reve@c07.itscom.net

）
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

郵
便
は
三
日
か
か
り
ま
す
（
土
日
の
配
達
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

 
 
 
 
 
 
      

     
 

     
 

     
 

     
 

     

青
葉
会
報 

一
、 

今
回
は
孤
舟
選
者
始
め
５
名
出
席
。
投
句
は
び
ん
さ
ん
、
新
人
の
後
藤
と
み
子
さ
ん
（
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た

後
藤
さ
ん
の
奥
様
）
を
は
じ
め1

6
名
。
会
場
は
竹
橋
の
赤
坂
飯
店
。1

2

時
～1

5

時
で
、
繁
盛
の
時
間
帯

で
し
た
が
円
卓
個
室
で
ぴ
っ
た
り
。
一
寸
贅
沢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
孤
舟
選
者
か
ら
「
桜
隠
し
」
＝
春
の
雪

の
こ
と
を
云
う
な
ど
教
え
て
貰
い
乍
ら
上
海
料
理
、
紹
興
酒
を
賞
味
し
つ
つ
開
始
。
五
郎
太
さ
ん
の
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
披
講
順
調
に
進
み
、
ご
覧
の
よ
う
に
、
び
ん
さ
ん
が
好
成
績
、
新
人
の
と
み
子
さ
ん
が
初
め
て
な
が

ら
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。
句
会
終
了
後
は
五
郎
太
さ
ん
、
た
だ
し
げ
さ
ん
と
小
生
の
三
人
で
東
御
苑
の
満
開
の

梅
見
坂
経
由
大
手
門
を
歩
き
ま
し
た
。
人
出
は
殆
ど
な
く
勿
体
な
く
感
じ
ま
し
た
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
は2

1

日
（
月
）2

4

日
（
木
）
句
会
当
日
の
午
後N

H
K

 
B

S

で
偶
然
に
も
「
戦
争

と
平
和
」（
オ
ー
ド
リ
ー
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
／
ヘ
ン
リ
ー
フ
ォ
ン
ダ 

1
9
5
6

年
、
米
・
伊
合
作
）
が
放
映
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

心
痛
み
吾
を
否
め
ど
友
櫨
紅
葉 

 
 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

銀
杏
黄
葉
大
団
円
の
ご
と
く
降
る 

 
    

陽
亮 

教
会
の
文
化
財
の
扉
聖
樹
光 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

救
急
車
妻
を
攫
ひ
て
行
く
寒
夜 

 
 
 
 
 

仝 

求
道
へ
聖
句
讃
美
歌
降
る
聖
夜 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

悲
し
み
は
見
せ
じ
と
冬
帽
深
く
深
く 

 
 
 

仝 

介
護
の
手
祈
り
へ
組
み
て
イ
ブ
礼
拝 

        
 

 

仝              

寒
薔
薇
の
一
輪
を
手
に
妹
の
が
り 

 
 
 
 

仝 

郁
子
の
実
の
落
ち
て
も
割
ら
ぬ
口
信
ず 

 
 

 

弘
子 

 
 

   
 

吉
右
衛
門
追
悼 

ど
の
影
も
家
路
家
路
の
十
三
夜 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

芸
極
め
二
代
目
全
う
冬
天
へ 

 
 
 

 

紀
久
男 

里
芋
や
こ
こ
か
ら
ゆ
っ
く
り
主
婦
に
な
る 

 
 

仝 
 
 
 

仰
ぎ
み
る
芸
と
人
品
冬
落
暉 

 
 
 
 
 
 

仝 

「
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
」
て
ふ
書
庫
の
一
冊
実
南
天 

仝 
 
 
 

大
播
磨
！
声
色
真
似
て
燗
酒
を 

 
 
 
 
 

仝 

日
捲
り
の
右
傾
左
傾
や
十
二
月 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

酒
徳
利
に
折
詰
提
げ
て
顔
見
世
へ 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ
ー
レ
ム
の
教
会
に
喜
捨
冬
帽
子 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
三
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

 

太
陽
の
匂
ひ
は
窓
に
春
立
ち
ぬ 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 

産
土
（
う
ぶ
す
な
）
参
り
「
立
春
大
吉
」
孫
が
引
く 

紀
久
男 

晩
学
の
不
易
流
行
梅
開
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

 
 

吉
右
衛
門
の
至
芸
を
偲
ぶ 

風
花
や
出
会
ひ
愉
し
き
無
重
力 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

冴
返
る
流
人
俊
寛
惻
々
と 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

啓
蟄
や
屋
根
に
古
き
金
の
鯱 

 
 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

冴
返
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
住
居
の
ガ
ー
ド
下 

 
 

仝 

当
て
の
な
き
独
り
散
歩
や
冴
返
る 

 
 

 
 
 

仝 
 
 
 

佐
渡
金
山
の
認
可
待
た
る
る
春
吉
報 

 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

 

逆
ら
は
ず
流
れ
に
任
す
番
鴨 

 
 
 
 
 
 

健
介 

大
寒
や
糟
糠
の
妻
誕
生
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
二
月 

mailto:keiko-reve@c07.itscom.net
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三
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

 
 

 

 

秋
扇
思
ひ
出
ひ
と
つ
閉
ぢ
に
け
り 

 
門
灯
を
点
し
忘
れ
て
十
三
夜 

 
若
君
よ
い
ざ
初
陣
の
七
五
三 

 

冬
夕
焼
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
ま
だ
続
く 

心
中
に
ま
だ
種
火
あ
り
榾
あ
か
り 

 
 
 
 
 

 

 
―
―
―
―
―

「
爽
樹
」
三
月
号 

 

四
、 

盛
雄
さ
ん
の
毎
日
新
聞
入
選
句 

 

令
和3

年1
0

月
～
令
和4

年2

月 

兵
庫
文
芸 

若
林
京
子
選 

洞
窟
は
あ
の
日
の
ま
ま
や
沖
縄
忌 

 
1
0

月 
 
 
 

花
す
す
き
い
つ
も
立
派
で
な
く
て
い
い 

 
1
2

月 

蚊
遣
香
木
の
家
に
住
み
五
十
年 

 
 
 
‶
 
 
 
 
 

夢
追
ひ
の
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
冬
灯 

 
 
 

 ‶
 

原
発
の
塀
に
空
蝉
爪
立
て
り 

 
 
 
 
‶
 
 
 
 
 

捨
て
き
れ
ぬ
夢
浮
か
び
た
る
柚
子
湯
か
な 

 1

月 

容
赦
な
く
地
軸
を
揺
ら
す
秋
出
水 

 
1
1

月 
 
 
 

雑
踏
に
生
き
て
米
寿
や
冬
菜
摘
む 

 
 
 
 

  ‶
 

雲
上
の
囁
き
聞
こ
ゆ
秋
彼
岸 

 
 
 
 
‶
 
 
 
 
 

昇
り
来
し
力
士
の
矜
持
四
方
拝 

 
 
 
 

 2

月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
立
春
大
吉
し
か
と
大
地
を
歩
み
行
く 

 
 

  
‶
 

 

五
、「
戦
争
が
廊
下
の
奥
に
立
っ
て
ゐ
た
」「
玉
音
を
理
解
せ
し
者
前
に
出
よ
」 

 
 
3

月5

日 

日
経
紙
の
コ
ラ
ム
「
春
秋
」
に
紹
介
し
て
い
る
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
渡
辺
白
泉
の
代
表
句
で 

す
。
テ
レ
ビ
等
で
毎
日
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
残
虐
な
無
差
別
攻
撃
（
病
院
や
原
発
、
避
難
す
る
途 

中
の
女
性
や
老
人
子
ど
も
へ
の
攻
撃
）
を
放
映
。
常
軌
を
逸
し
た
独
裁
者
「
プ
ー
チ
ン
を
理
解
せ
し
者
前
に 

出
よ
」
軍
を
退
く
べ
き
だ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 

令
和
四
年
三
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


